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当 JAは6月28日、カンパーナホテル（五島
市東浜町1丁目）で第15回通常総代会を開催し
ました。各議案について審議がなされ、活発な
議論が展開されました。審議の結果、提出した
議案は全て承認されました。（議案は4ページ
掲載）
会の冒頭、橋詰覺組合長は「第4次中期経営
計画の基本テーマ“五島（しま）とともに五島
（しま）と生きる”を旗印に、農業所得の向上、

五島（しま）のくらしへの貢献、組織・経営基
盤の強化を目標に、組合員や地域の皆様と共に
協同の力で五島が元気になるよう、役職員一丸
となって取り組んでまいりたいと思います」と
力強く語りました。
JAは通常総代会や地区別総代説明会におい
て挙がった要望・課題について、解決策を検討
していきます。

挨挨拶拶すするる橋橋詰詰組組合合長長
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1項事告報

議決帯附

2項事告報

第第第第第第第第第第第第第第第第11111111111111115555555555555555回回回回回回回回回回回回回回回回通通通通通通通通通通通通通通通通常常常常常常常常常常常常常常常常総総総総総総総総総総総総総総総総代代代代代代代代代代代代代代代代会会会会会会会会会会会会会会会会議議議議議議議議議議議議議議議議案案案案案案案案案案案案案案案案
平成27年度貸借対照表、損益計算書及び注記表の内容並びに全国監査機構の監査報告及び監事
の監査報告について

平成27年度事業報告及び剰余金処分案承認の件第1号議案
平成27年度の事業報告内容をご説明し、ご承認をお願いいたします。併せて、当期の未処分剰余金について法定事

項の所要の積立その他当組合定款に基づく積立金並びに配当として処分を行い、残余を繰り越すことのご承認をお願
いするものです。

第4次中期経営計画設定の件第2号議案
平成28年度から平成30年度の3ヵ年に係る「中期経営計画」設定の承認をお願いするものです。

平成28年度事業計画設定の件第3号議案
平成28年度の「事業計画」のご承認をお願いするものです。
ただし、年度途中において事業計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更でかつ組合員に特別の負担を伴わない限

りにおいては、理事会に一任願います。

固定資産取得・処分の件第4号議案
管内農業の深耕と魅力ある事業展開を維持するために、自己資本の基準の維持と施設の有効活用を念頭に置きなが

ら、固定資産の取得・改善等についてご承認をお願いするものです。
ただし、具体的な取得・処分の時期及び金額については、理事会に一任願います。
なお、年度途中において取得・処分計画の変更が生じた場合でも、軽微な変更で、かつ組合員に特別の負担を伴わ

ない限りにおいては、理事会に一任願います。

平成28年度理事及び監事の報酬支給額決定の件第5号議案
役員の報酬については、昨年度の支給実績及び事業実績、経済情勢の変化等諸般の事情を踏まえ提案しております。
理事の報酬は総額39，000千円以内とし、各理事の支給額及び支給方法については理事会に一任します。なお、理事

は22名であります。
監事の報酬は総額9，580千円以内とし、各監事の支給額及び支給方法については監事の協議に一任します。なお、

監事は5名であります。

平成28年産米麦等のバラ検査及び抽出検査に関する権限委任の件第6号議案
売渡し米麦等の検査に際し発生した刺米等の受領及び処理について、その取扱いに関する一切の権限を組合に委任

することをお願いするものです。

定款の一部変更の件第7号議案
農業協同組合法等の一部を改正する等の法律の施行に伴い、農業協同組合模範定款例が改正されたこと並びに青年

理事登用により理事定数を1名増員すること、その他必要な整備を行うため所要の変更を行うものです。
ただし、定款変更の認可申請に際し、法令その他行政庁の指示による定款の字句その他の事項についての修正加除

は理事会に一任願います。

規約の一部変更の件第8号議案
農業協同組合法施行規則の一部を改正する省令の施行及び当組合の定款変更を受け所要の変更を行うものです。

役員退職慰労金支給規程の一部変更の件第9号議案
役員退職慰労金の支給については、現行の役員退職慰労金支給規程において複数の支給事例を設定しておりますが、

「退任したときのみ支給する」ことに統一するため、所要の整備を行うものです。

信用事業規程の一部変更の件第10号議案
農業協同組合法施行令等の一部を改正する等の政令が施行されたことにより所要の変更を行うものです。
ただし、規程変更の届出に際し、法令その他行政庁の指示による字句その他の事項についての修正加除は理事会に

一任願います。

この総代会において決議された事項で、権利義務に関しない軽微な事項、字句の修正及び行政庁の
指示による修正は理事会に一任願います。

「JAバンク基本方針」の変更について
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産直市場

五島の基幹産業である農業の振興のために以下の3つの目標を掲げ、今まで以上に地域に密着
して、協同の力で五島が元気になるよう取り組みを進めます。

1農農業業所所得得のの向向上上
五五島島（（ししまま））のの農農業業のの特特徴徴をを強強みみにに変変ええるるたためめ、、農農畜畜産産物物ののブブラランンドド化化にに取取りり組組みみまますす。。
ままたた、、66次次化化（（加加工工））事事業業のの拡拡大大にによよりり付付加加価価値値ををああげげてて販販売売すするるななどど、、農農家家所所得得のの向向上上
やや将将来来にに向向けけてて後後継継者者・・新新規規就就農農者者等等担担いい手手のの育育成成にに取取りり組組みみまますす。。

取取りり組組みみ方方策策
・・JJAA青青年年部部組組織織強強化化
・・園園芸芸部部門門ににおおけけるる、、契契約約販販売売（（値値決決めめ））のの品品目目並並びびにに取取引引量量のの拡拡大大
・・畜畜産産ククララススタターー事事業業のの活活用用
・・五五島島産産農農畜畜産産物物ブブラランンドドのの島島外外発発信信
・・生生産産資資材材のの予予約約・・計計画画購購買買のの強強化化、、配配送送のの効効率率化化をを図図りり、、安安定定供供給給にに努努めめるるととととももにに
農農家家のの経経営営経経費費削削減減をを図図るる
・・信信用用部部門門ににおおいいててはは、、担担いい手手経経営営体体ののニニーーズズにに的的確確にに対対応応

2五五島島（（ししまま））ののくくららししへへのの貢貢献献
人人口口減減少少・・高高齢齢化化がが進進行行すするる状状況況のの中中、、組組合合員員・・地地域域のの方方々々がが明明るるくく元元気気にに暮暮ららせせるるよようう、、
事事業業活活動動をを通通じじてて、、皆皆様様ののくくららししをを支支ええるる活活動動にに取取りり組組みみまますす。。ままたた、、地地域域のの各各種種イイベベンン
トト等等へへ積積極極的的にに参参加加しし、、協協同同活活動動やや農農業業のの理理解解をを深深めめ、、地地域域ととののつつななががりりをを強強化化ししまますす。。

取取りり組組みみ方方策策
・・ＡＡココーーププににつついいてて、、新新たたなな取取りり組組みみととななるる「「宅宅配配・・移移動動店店舗舗」」等等のの検検討討
・・訪訪問問介介護護ササーービビススのの利利用用者者拡拡大大ととササーービビススのの向向上上
・・地地域域ののイイベベンントトへへのの積積極極的的参参加加

3組組織織・・経経営営基基盤盤のの強強化化
員員外外利利用用率率遵遵守守ののたためめ、、総総合合ポポイインントト制制度度のの拡拡充充等等にによよりり JJAA事事業業利利用用者者のの准准組組合合員員加加入入
をを促促進進ししまますす。。ままたた、、ココンンププラライイアアンンスス態態勢勢のの強強化化やや職職員員のの資資質質向向上上にに努努めめるるななどど組組合合員員・・
地地域域かからら信信頼頼さされれるる JJAAをを目目指指ししまますす。。

取取りり組組みみ方方策策
・・職職員員のの業業務務資資格格取取得得やや、、講講習習・・研研修修会会のの実実施施（（参参加加））にによよりり知知識識・・技技術術・・ササーービビススのの向向上上にに努努めめるる

今年度から3ヶ年
JAごとうははここんんななここととにに取取りり組組みみまますす！！

－第4次中期経営計画より抜粋－
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福
江
支
部
は
六
月
一
日
、
奥
浦
小
学
校
の
全
児
童
四
十
一
名
と
共

に
毎
年
恒
例
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
は

昨
年
と
異
な
り
、
マ
ル
チ
シ
ー
ト
を
張
っ
て
作
業
。
あ
る
児
童
は「
や

り
方
が
違
っ
て
戸
惑
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
で
き
た
。
イ
モ
が
で
き
る

の
が
楽
し
み
」
と
収
穫
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
青
年
部
と
Ｊ
Ａ
職
員
が
除
草
か
ら
畝
立
て
ま
で

を
行
っ
た
畑
は
準
備
万
端
。
は
じ
め
に
児
童
ら
は
、
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら

植
え
方
の
説
明
を
受
け
て
か
ら
作
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
作
業
中
は

「
苗
は
ど
っ
ち
向
き
に
植
え
る
の
で
す
か
」「
植
え
る
深
さ
は
こ
れ

ぐ
ら
い
で
い
い
で
す
か
」
な
ど
と
職
員
へ
質
問
し
て
い
ま
し
た
。

定
植
し
た
イ
モ
は
『
高
系
十

四
号
』
と
『
安
納
芋
』
の
二
種

類
。
毎
年
恒
例
の
作
業
で
経
験

豊
富
な
五
・
六
年
生
が
植
え
付

け
を
最
終
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

今
後
、
児
童
ら
は
こ
ま
め
に
除

草
を
行
い
、
秋
の
収
穫
を
待
ち

ま
す
。

西
部
・
三
井
楽
支
部
は
六
月
六
日
、
川
原

小
学
校
の
二
年
生
九
名
や
地
元
農
家
と
共
に

サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

開
始
当
初
の
雨
に
青
年
部
と
農
家
は
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
を
掲
げ
て
雨
を
防
ぎ
ま
し
た
。
児
童

た
ち
は
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
下
、
楽
し
く
作
業

し
て
い
ま
し
た
。

同
校
の
二
年
生
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
と

収
穫
作
業
を
す
る
毎
年
恒
例
の
取
り
組
み
で

す
が
、
近
隣
の
小
学
校
と
の
統
合
が
決
ま
っ

て
い
る
た
め
、
今
年
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

同
校
近
く
の
二
か
所
の
畑
に
『
高
系
十
四
号
』
と
『
安
納

芋
』
の
二
種
類
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

途
中
か
ら
雨
は
上
が
っ
た
も
の
の
、
昨
年
に
引
き
続
き
あ

い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
、
児
童
は
「
イ
モ
苗
の
植
え
方
が
わ
か
っ

た
」
と
話
し
青
年
部
や
農
家
、
Ｊ
Ａ
職
員
へ
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
植
え
た
苗
は
十
月
下
旬
に
同
校
で
催
す

川
原
っ
子
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
収
穫
、
焼
き
芋
に
し
て
振

る
舞
わ
れ
ま
す
。

青
年
部
西
部
・
三
井
楽
支
部
は
六
月
十
四
日
、
浜
窄

小
学
校
の
児
童
と
と
も
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
九
名
が
参
加
。

同
校
の
敷
地
内
に
あ
る
畑
で
、
鍬
に
よ
ろ
め
き
な
が
ら

畝
を
立
て
、
苗
を
植
え
て
水
や
り
を
し
ま
し
た
。

同
校
で
は
毎
年
、
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
Ｊ
Ａ
職

員
を
招
き
、
地
元
農
家
ら
と
と
も
に
定
植
作
業
を
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
職
員
は
「
ど
ん
な
苗
が
良
い
苗
か
わ
か

り
ま
す
か
」
と
質
問
を
交
え
な
が
ら
指
導
。
児
童
ら
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
て
児
童
は
「
イ
モ
さ
し
を
す
る
の
は
六

回
目
だ
け
ど
、
年
に
一
回
し
か
し
な
い
の
で
忘
れ
て
し

ま
う
。
毎
年
（
指
導
に
）
来
て
く
れ
て
嬉
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

こ
の
日
植
え
た
サ
ツ
マ
イ
モ
は
同
校
開
催
の
「
浜
っ

子
祭
り
」
の
調
理
活
動
で
使
用
し
ま
す
。

動活の部年青

奥
浦
小
学
校

浜
窄
小
学
校

川原小学校 雨
の
日
も
安
心
だ
ね

ささ
かか
ささ
まま
？？

苗を挿すだけ♪

栽培環境等々を踏まえまして、
今年は水平植えとします。

ちゃんと
植わってるのかな？

イイモモささしし
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西
部
・
三
井
楽
支
部
は
六

月
十
二
日
、
山
内
小
学
校
の

児
童
と
と
も
に
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。
同
校
近
く
の
田

ん
ぼ
（
五
㌃
ほ
ど
）
に
モ
チ

ゴ
メ
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま

し
た
。
慣
れ
な
い
作
業
に
、

は
じ
め
は
苦
戦
し
て
い
た
児

童
た
ち
も
、
み
る
み
る
う
ち

に
上
達
し
て
い
ま
し
た
。

作
業
を
終
え
て
児
童
は

「
皆
さ
ん
（
青
年
部
・
Ｊ
Ａ
職
員
）
の
お

か
げ
で
山
内
小
学
校
の
最
後
の
田
植
え
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秋
に
コ
メ

が
た
く
さ
ん
実
る
と
思
う
と
、
と
て
も
楽

し
み
」
と
近
隣
の
小
学
校
と
の
統
合
に
伴

い
、
最
後
と
な
る
田
植
え
を
振
り
返
り
、

豊
作
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
泥
ん
こ
に
な
っ
て
楽
し
く

田
植
え
。
作
業
後
は
Ｊ
Ａ
職
員
か
ら
収
穫

ま
で
の
成
長
過
程
、
管
理
方
法
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
日
植
え
た
モ

チ
ゴ
メ
は
十
月
中
旬
に
稲
刈
り
を

行
い
収
穫
、
同
校
開
催
の
山
小
祭

り
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
す
。

西
部
・
三
井
楽
支
部
は
六
月
十

七
日
、
平
成
小
学
校
の
全
児
童
と

と
も
に
『
平
成
米
』
の
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
が
「
伝
統
を

受
け
継
ぐ
た
め
に
行
う
」
と
語
る

『
平
成
米
』
を
、
時
折
歌
を
歌
い

な
が
ら
田
植
え
。
道
路
脇
に
あ
る

田
ん
ぼ
で
の
手
植
え
に
、
車
を
停

め
て
見
物
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

最
後
に
鹿
被
害
の
対
策
と
し
て
、

田
ん
ぼ
を
囲
う
よ
う
に
ネ
ッ
ト
を

張
っ
て
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

山内小学校

青青年年部部はは今今年年もも

食食育育活活動動ししてていいまますす。。

平
成
小
学
校

みみ
んん
なな
でで
協協
力力
、、

楽楽
しし
くく
田田
植植
ええ

いいつつのの間間ににかか泥泥んんここにに

苗苗にに続続くくシシカカのの足足跡跡

田田植植ええ

お
っ
と
っ
と
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当
Ｊ
Ａ
高
菜
部
会
は
六
月
二
十
日
、

Ｊ
Ａ
本
店
で
平
成
二
十
七
年
度
産
高
菜

の
出
荷
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。
天
候

不
良
に
よ
り
生
産
量
は
前
年
対
比
六
四

％
（
二
二
八
三
㌧
）
で
し
た
。
不
足
分

を
早
急
に
補
い
た
い
販
売
先
か
ら
は
、

次
期
の
秋
高
菜
（
十
一
〜
一
月
出
荷
）

を
望
む
声
が
多
く
、
会
議
で
は
生
産
計

画
を
協
議
し
ま
し
た
。

二
十
七
年
度
産
は
播
種
期
、
定
植
期

と
も
に
順
調
な
生
育
で
推
移
し
て
い
ま

し
た
が
、
十
月
の
干
ば
つ
、
十
一
・
十

二
月
の
曇
雨
天
や
暖
冬
多
湿
、
一
月
の

降
雪
な
ど
天
候
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
高
菜
は
Ｊ
Ａ
の
加
工
施
設
で
一
次

加
工
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
が
、
生
産
量

の
落
ち
込
み
に
、
集
荷
基
準
重
量
の
引

き
下
げ
を
行
い
対
応
し
ま
し
た
が
、
計

画
を
大
き
く
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。Ｊ

Ａ
営
農
担
当
者
は
「
国
産
高
菜
の

需
要
は
多
く
、�
国
産
で
も
特
に
五
島

産
を
�
と
い
う
業
者
も
あ
る
。
冬
に
比

べ
て
害
虫
の
多
い
秋
高
菜
の
拡
大
は
リ

ス
ク
が
伴
う
が
、
実
現
し
な
く
て
は
い

け
な
い
」
と
部
会
員
へ
拡
大
を
要
請
し

ま
し
た
。
会
で
は
、
農
家
へ
早
急
に
二

十
八
年
産
作
付
け
の
取
り
ま
と
め
を
行

う
と
決
め
、
計
画
達
成
に
向
け
て
動
き

だ
し
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は
六
月
二

十
一
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
平
成
二
十
七
年
産

秋
冬
期
及
び
二
十
八
年
産
春
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
の
出
荷
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。
天

候
不
良
に
よ
り
出
荷
量
が
大
幅
に
減
少
。

前
年
と
比
べ
、
秋
冬
が
六
九
％
、
春
が
八

一
％
で
し
た
。
会
で
は
新
し
い
品
種
の
検

討
や
Ｊ
Ａ
が
示
し
た
選
果
効
率
の
改
善
案

を
協
議
し
ま
し
た
。

秋
冬
は
三
七
・
六
㌶
（
前
年
対
比
九
一

％
）
を
作
付
け
。
台
風
の
影
響
な
く
順
調

に
定
植
、
そ
の
後
も
概
ね
順
調
に
生
育
し

て
い
ま
し
た
が
、
十
月
の
干
ば
つ
（
降
雨

〇
㍉
の
日
が
二
十
五
日
）
の
影
響
で
花
蕾

の
緩
み
、
死
花
、
早
い
花
咲
き
で
棚
持
ち

が
悪
く
販
売
に
苦
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
例

年
よ
り
生
育
が
1
か
月
程
度
早
い
前
進
出

荷
で
し
た
。

春
の
作
付
け
は
七
・
九
㌶
（
前
年
対
比

九
二
％
）。
定
植
期
の
低
温
、
日
照
不
足

の
影
響
で
生
育
が
遅
れ
、
四
月
中
旬
か
ら

出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
課
題
と
な
っ
て
い
た
選
果
効

率
の
改
善
に
つ
い
て
、部
会
員
か
ら
は「
改

善
案
は
選
果
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
に
は

な
る
が
、
収
穫
時
の
手
間
が
増
え
る
。
面

積
の
大
き
い
農
家
は
規
模
を
縮
小
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と

活
発
に
議
論
し
て
い
ま
し
た
。

当
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
は
六
月
二
十
二

日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
年
に
一
度
の
役
員

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
で
は
平
成

二
十
七
年
度
の
事
業
経
過
及
び
収
支
決

算
を
報
告
し
、
平
成
二
十
八
年
度
事
業

活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
に
つ
い
て
協

議
し
ま
し
た
。

年
金
友
の
会
の
会
員
数
は
四
三
二
四

名
。
Ｊ
Ａ
は
年
金
振
込
や
定
期
積
金
を

推
進
、
会
員
拡
大
運
動
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

ま
た
、
会
議
で
は
、
毎
年
多
く
の
会

員
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
開
催
に
つ
い
て
も
協
議
。
開

催
要
領
を
定
め
、
日
程
を
決
め
ま
し
た
。

三
井
楽
支
部
に
お
い
て
は
六
月
三
日
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
支
部
代
表
と
し

て
出
場
す
る
チ
ー
ム
を
決
す
べ
く
、
予

選
会
を
開
催
。六
チ
ー
ム
が
出
場
、早
々

と
代
表
二
チ
ー
ム
を
決
め
て
い
ま
す
。

需需要要増増にに応応ええてていいくく
－高菜部会出荷反省会（平成27年度産高菜）－

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期にににににににににににににににににににににに向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議ししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
－ブロッコリー出荷反省会（平成27年産秋冬、平成28年産春ブロッコリー）－

ＧＧ・ＧＢの大会日程、決める
－平成28年度年金友の会役員総会－

GB：平成28年9月6日
（五島市大津みなと公園）

GG：平成28年11月2日
（五島市中央公園多目的広場）

三井楽支部での予選会
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当
Ｊ
Ａ
管
内
で
は
春
カ
ボ
チ
ャ
の
本
格
出
荷
を
開

始
。二
十
八
年
産
春
カ
ボ
チ
ャ
は
農
家
七
十
三
戸（
前

年
よ
り
五
戸
増
）
で
一
二
・
八
㌶
（
前
年
対
比
一
〇

四
％
）、
二
一
九
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

六
月
下
旬
に
本
格
出
荷
を
開
始
、
ピ
ー
ク
は
七
月
上

中
旬
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
生
育
は
雨
や
強
風
の
影

響
で
小
玉
傾
向
で
す
。

六
月
二
十
一
日
に
は
本
格
出
荷
を
前
に
、
当
Ｊ
Ａ

南
瓜
部
会
が
二
十
八
年
産
の
出
荷
会
議
を
開
催
。
今

年
産
春
カ
ボ
チ
ャ
出
荷
計
画
の
他
、
作
付
面
積
、
出

荷
量
の
減
少
で
終
わ
っ
た
昨
年
の
実
績
を
確
認
し
ま

し
た
。
特
に
抑
制
カ
ボ
チ
ャ
の
作
付
面
積
は
前
年
対

比
で
八
三
％
と
大
き
く
減
少
し
ま
し
た
。
部
会
員
か

ら
は
「
高
齢
化
に
よ
り
、
現
状
で
も

こ
ま
め
な
管
理
が
で
き
な
い
農
家
も

い
る
。
面
積
の
拡
大
は
難
し
い
」
と

の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

本
格
出
荷
中
の
春
カ
ボ
チ
ャ
。
Ｊ

Ａ
は
計
画
出
荷
と
出
荷
基
準
の
徹
底

で
有
利
販
売
し
て
い
き
、
減
少
す
る

抑
制
カ
ボ
チ
ャ
へ
の
作
付
け
意
欲
向

上
に
繋
げ
た
い
考
え
で
す
。

当
Ｊ
Ａ
ア
ス
パ
ラ
部
会
は
Ｊ
Ａ
本
店
で
六

月
二
十
二
日
、
平
成
二
十
八
年
産
夏
芽
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
出
荷
会
議
を
行
い
ま
し
た
。
出

荷
を
終
え
た
春
芽
の
出
荷
実
績
報
告
や
夏
芽

の
出
荷
計
画
を
協
議
。夏
芽
は
約
三
三
㌧（
前

年
対
比
一
一
一
％
）
の
出
荷
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

春
芽
は
五
㌶
（
前
年
対
比
九
一
・
四
％
）

で
約
一
八
㌧
（
七
九
・
五
％
）
を
出
荷
。
暖

冬
に
よ
り
黄
化
が
進
ま
ず
全
刈
り
作
業
が
遅

れ
、
一
月
末
か
ら
は
日
照
不
足
・
低
温
推
移

に
よ
り
出
荷
が
遅
れ
ま
し
た
。
三
月
か
ら
天

候
は
回
復
し
た
も
の
の
、
そ

れ
ま
で
の
天
候
の
影
響
で
出

荷
量
は
減
少
し
ま
し
た
。

県
内
各
産
地
の
出
荷
実
績

を
確
認
し
た
部
会
員
か
ら
は

「
五
島
が
古
い
株
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、
反
収
で
五
島

の
二
、
三
倍
も
あ
る
地
域
が

あ
る
。
違
い
は
何
な
の
か
」

と
反
収
ア
ッ
プ
に
向
け
、
他

産
地
の
栽
培
管
理
や
取
り
組

み
情
報
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

夏
芽
出
荷
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

は
、
天
候
に
応
じ
た
品
質
・

肥
培
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

で
、
質
の
良
い
五
島
産
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
の
銘
柄
を
確
立
し

て
い
き
ま
す
。

JAごとう野球部
粘粘りりみみせせるるもも惜惜敗敗
6月26日、五島市中央公園野球
場で公式戦2戦目を戦いました。
三井楽クラブとの対戦で結果は
4対6で惜しくも敗れました。練
習の成果もあって、12点差で敗れ
た初戦からすると、明らかな成長
が見られました。1対6とリード
されて迎えた最終回の攻撃では、
ヒットで出塁した走者を置いて、
5番の南職員（本店金融部）が3

ランホームラ
ンを放ち、2
点差としまし
たが、後続が
打ち取られ
ゲームセット。
今後の奮闘に
期待します。

当
Ｊ
Ａ
は
六
月
十
一
日
か
ら
普
通
期
水
稲
苗
を
農
家
へ

配
布
し
ま
し
た
。
配
布
枚
数
は
そ
れ
ぞ
れ
、
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ

二
万
七
四
〇
九
枚
（
一
三
七
㌶
）、
に
こ
ま
る
一
万
九
〇

七
枚
（
五
四
㌶
）、
ヒ
ヨ
ク
モ
チ
八
六
五
枚
（
四
㌶
）
で

し
た
。（
括
弧
内
は
配
布
枚
数
か
ら
算
出
し
た
作
付
面
積
）

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
例
年
通
り
今
年
の
苗
も
順
調
に

生
育
。
田
植
え
後
も
収
穫
ま
で
天
候
に
恵
ま
れ
、
品
質
・

収
量
と
も
良
い
米
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
豊

作
を
願
っ
て
い
ま
す
。

写
真
は
青
年
部
に
よ
る
平
成
小
学
校
で
の
食
育
活

動
（
田
植
え
）
の
取
材
帰
り
に
、
管
内
で
も
有
数
の

米
ど
こ
ろ
で
あ
る
山
内
地
区
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

突
然
の
お
願

い
に
も
関
わ

ら
ず
、
撮
影

に
ご
協
力
い

た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

春カボチャ出荷中！
－平成28年産春カボチャ出荷－

反反収収アアッッププへへ情情報報収収集集
－平成28年産夏芽アスパラガス出荷会議－

６６月月はは田田植植ええでで大大忙忙しし
－水稲苗配布－
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藤
井
さ
ん
は
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
（
大
玉
）、

枝
豆
、
里
芋
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
人
参
な
ど
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
小
松
菜
、
大
根
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
味
噌
を
作
る
農
産
加
工
部
で
部
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

当
初
は
手
伝
い
程
度

藤
井
さ
ん
は
親
か
ら
受
け
継
ぐ
か
た
ち
で
、
十

二
年
ほ
ど
前
に
農
業
を
始
め
ま
し
た
。「
そ
れ
こ

そ
何
も
知
ら
な
い
状
態
で
ね
」
と
藤
井
さ
ん
は
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど

し
た
頃
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建
設
。
当
時
は
ご

主
人
が
ほ
と
ん
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
て
、
藤
井

さ
ん
は
収
穫
や
直
売
所
出
荷
時
の
手
伝
い
を
し
て

い
た
く
ら
い
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

昨
年
三
月
に
ご
主
人
が
御
逝
去
さ
れ
、
昨
年
は

忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

藤
井
さ
ん
は
「
あ
ま
り
暇
が
な
く
て
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
手
の
か
か
ら
な
い
作
物
を
作
っ
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

原
動
力
は
？

お
一
人
に
な
ら
れ
て
も
農
業
を
続
け
よ
う
と

思
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？
と
の
問
い
に
「
ほ
っ

た
ら
か
す
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
ね
。
結
構
、
肥

料
を
入
れ
た
り
な
ん
か
し
て
、
金
も
掛
か
っ
て

る
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
明
る
く
話
す
藤
井

さ
ん
。
さ
ら
に
続
け
て「
自
分
が
動
け
る
間
は（
自

分
が
）
食
べ
る
だ
け
で
も
ね
。
楽
し
み
な
が
ら
や

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

一
人
で
作
る
に
は
広
す
ぎ
る
畑
。
作
り
き
れ
な

い
の
で
貸
し
て
い
る
所
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

畑
を
耕
し
た
り
、
畝
を
立
て
た
り
と
い
っ
た
困
難

な
作
業
は
知
り
合
い
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

明
る
く
元
気
な
藤
井
さ
ん
、
今
月
は
縁
あ
っ
て
、

こ
の
日
の
取
材
と
後
日
行
っ
た
女
性
部
の
料
理
講

習
会
で
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
嬉
し

い
再
会
で
し
た
。
い
よ
い
よ
迎
え
る
夏
本
番
、
お

一
人
で
作
業
す
る
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
体
調
管
理
に
は
十
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。

頂
い
た
キ
ュ
ウ
リ
美
味
し
か
っ
た
で
す
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．73

明
る
く
元
気
に
再
始
動

新
上
五
島
町
青
方
郷

ふ
じ
い

ひ
ろ
こ

藤
井

洋
子
さ
ん（
72
）

ごとう11
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『家の光』料理講習会
当 JA女性部は6月、各支部で『家の
光』料理講習会を開催しました。作る品
は家の光図書から夏に食べたい4品を含
む5品。地元産食材と共同購入品（女性
部が購入を取りまとめるＡコープマーク
品）を材料に調理しました。
各地区とも楽しくテキパキと調理。
1時間ほどで食卓には食欲をそそる品
がズラリと並びました。

フレッシュミズ部会
とんぼ玉づくり

工工房房 kkookkooppeellllii（（籠籠淵淵町町））ででととんんぼぼ玉玉体体験験ををししままししたた！！
好好みみのの色色、、模模様様をを選選んんでで美美ししいいととんんぼぼ玉玉をを作作りりままししたた。。
？？ととんんぼぼ玉玉：：模模様様ののああるる穴穴のの開開いいたたガガララスス玉玉

夏
の
豚
汁

夏
の
豚
汁

線流しに挑戦中
完成品は左上
写真の一番右

線流しに挑戦中
完成品は左上
写真の一番右

だんご粉で作る
梅ヶ枝餅（風）
だんご粉で作る
梅ヶ枝餅（風）

鶏肉の塩麹トマト煮鶏肉の塩麹トマト煮

五島三菜と
きゅうりの和え物
五島三菜と
きゅうりの和え物

ストラップやネックレスにして完成ストラップやネックレスにして完成

冷
や
し
豆
乳
う
ど
ん
の

夏
野
菜
温
卵
の
せ

冷
や
し
豆
乳
う
ど
ん
の

夏
野
菜
温
卵
の
せ

大
津
支
部

大
津
支
部

女性部の活動

富
江
支
部

富
江
支
部

三
井
楽
支
部

三
井
楽
支
部

上
五
島
支
部

上
五
島
支
部

ごとう13



平成28年度 第3回理事会
●平成28年6月28日㈫開催

以上原案どおり
可決されました

議案事項1
議案№1 第15回通常総代会運営要領（案）について
議案№2 総代会招集及び通知内容並びに総代会参

考書類決定の件
議案№3 第15回通常総代会提出議案について
議案№4 決算書類（貸借対照表、損益計算書、剰

余金処分案、注記表及び事業報告並びに
これらの附属明細表）及び部門別損益計
算書承認の件【総代会報告・議案事項】

議案№5 役員退職慰労金支給規程の一部変更の件
【総代会議案事項】

議案№6 JA バンク基本方針の変更に伴う総代会
への報告について 【総代会報告事項】

議案№7 後継者育成対策積立金の交付について
議案№8 組合長の事故代理者の順位の設定について
議案№9 平成28年度コンプライアンス・プログラ

ム実践計画について
議案№ その他

①平成28年度播種麦に関する支援について

報告事項2
報告№1 主な事業経過と行事予定について
報告№2 産直市場「五島がうまい」4月末実績に

ついて
報告№3 平成28年度5～6月期県内家畜市場市況

について
報告№4 平成28年4月末食肉販売実績について
報告№5 地区別総代説明会の主な質疑・回答につ

いて
報告№6 平成27年度内部監査年間業務活動報告に

ついて
報告№7 平成27年度下期監事監査の結果について
報告№8 平成27年度第4四半期コンプライアン

ス・プログラム実践報告について
報告№9 平成27年度第4四半期苦情・相談等対応

状況報告について
報告№10 貸付金の実行について
報告№ その他

以上原案どおり可決されました

議案事項1
議案№1 行政庁へ提出する業務報告書及び連結業務報告書について
議案№2 平成28年度ディスクロージャー誌の開示について
議案№3 平成28年度各理事及び各監事の報酬支給額と支給方法について

平成28年度 第2回理事会
●平成28年6月8日㈬開催

旧 任
役 職

総務部付

金融課係長
総務課兼内部監査補助
経済課給油所
管理金融課貯金
農産園芸課
金融課（試用）
共済課（試用）
生産指導課（試用）
基幹農機センター（試用）
管理金融課貯金（試用）
経済課購買（試用）
支店長兼購買
貯金担当
庶務兼出納補助
貯金担当
管理金融課貯金（試用）

所 属

総務部

金融部
総務部
西部支店
富江支店
農産園芸部
金融部
共済部
畜産部
経済部
崎山支店
本山支店
新魚目支店
新魚目支店
上五島支店
有川支店
上五島支店

氏 名

永 山 貴 洋

松 本 英 樹
水 請 伸 治
夏 井 克 樹
山 口 真利奈
具志堅 将 太
南 泰 星
林 尚 哉
中 村 竜 義
中 村 由 衣
山 川 琴 絵
福 浦 尭 将
原 敏 雄
川 崎 知 美
原 奈 々
川 崎 礼 花
川 﨑 詩 帆

新 任
役 職

【平成28年6月17日付】

【平成28年7月1日発令】
共済 LA課係長
共済課
JAグリーン
管理金融課貯金
営農課
金融課
共済課
生産指導課
管理金融課貯金
管理金融課貯金
経済課購買
支店長
貯金担当
庶務兼旅行受付
貯金担当
管理金融課貯金

所 属

死亡退職

共済部
共済部
経済部
福江支店
福江支店
金融部
共済部
畜産部
福江支店
崎山支店
本山支店
新魚目支店
有川支店
上五島支店
新魚目支店
上五島支店

平成28年度臨時異動
内示：平成28年6月28日
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Aコープ浦桑店だより

暑暑暑暑暑暑暑暑暑暑
いいいいいいいいいい
夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
にににににににににに
ははははははははははうううううううううう

どどどどどどどどどど
んんんんんんんんんん
をををををををををを
つつつつつつつつつつ
るるるるるるるるるる
りりりりりりりりりり

農家レストラン営業時間 10時30分～15時
※土日限定バイキング 11時～15時

冷冷ややししぶぶっっかかけけううどどんん
（税込500円）

てんぷら（南瓜・ズッキーニ・海老）、かき揚げ、
とろろ、温玉をのせたぶっかけうどん。
とろろと温玉をうどんに絡めて食してもらいたい。

味はもちろん良く、ボリュームもある。
これで価格は驚きのワンコイン。

貴方の昼食はこれで決まり。
※てんぷらに使用する野菜は都合により変更させていただく場合がございます。

ごご注注文文、、承承りりまますす！！
●●おお寿寿司司盛盛りり合合わわせせ・・おお刺刺身身盛盛りり合合わわせせ・・オオーードドブブルルななどど
鮮魚部では毎朝仕入れた新鮮な魚を使い、お寿司やお刺身の
盛り合わせの販売を行っております。
人数、用途に合わせて、作りますので、ご相談下さい。

●●ババーーベベキキュューー用用ののおお肉肉

お問い合わせは…

Ａコープ浦桑店へ
連絡先：0959－54－2500
※お寿司・お刺身盛り合わせ、オードブルのご予約は
上地区Ａコープ各店でも受け付けております

お中元セール第1弾 7／16～22まで
お中元セール第2弾 7／27～8／2まで
お盆準備セール 8／6～12まで
お盆セール 8／13～16まで

上地区Ａコープセール情報

※
写
真
は
三
千
円
（
四
〜
五
人
前
）

の
お
刺
身
盛
り
合
わ
せ

農農家家レレスストトラランンににてて販販売売中中

ごとう15



編
集
後
記

7月
電電化化シショョーー
＆

展
示
会

農機具
自動車

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

「
今
回
は
表
紙
に
」「
良
い
写

真
を
期
待
し
て
い
る
」「
大
き

く
載
せ
て
」
等
々
、
小
学
校
で

食
育
を
行
う
青
年
部
の
取
材
に

行
く
と
、
こ
の
よ
う
に
声
を
掛

け
て
頂
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

広
報
誌
を
読
ん
で
頂
い
て
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
る
半
面
、

『
期
待
に
応
え
な
け
れ
ば
』
と

い
う
若
干
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

感
じ
ま
す
。

今
回
の
掲
載
に
際
し
て
は
、

か
な
り
の
枚
数
を
記
録
し
た
こ

と
か
ら
選
定
に
苦
労
し
ま
し
た
。

全
て
素
晴
ら
し
い
一
瞬
を
捉
え

た
写
真
で
す
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン

の
技
術
の
低
さ
か
ら
『
実
際
は

も
っ
と
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
に

な
』『
実
際
は
も
っ
と
美
し
い

光
景
だ
っ
た
の
に
な
』
と
、
時

折
深
い
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

取
捨
選
択
、『
こ
れ
は
！
』
と

思
う
掲
載
用
の
写
真
を
選
び
ま

し
た
。

今
後
も
食
育
に
限
ら
ず
、（
Ｊ

Ａ
ご
と
う
及
び
農
業
に
）
事
あ

る
ご
と
に
取
材
へ
出
向
き
ま
す
。

そ
の
際
、「
き
れ
い
に
」「
上
品

に
」「
イ
ケ
メ
ン
に
」
等
々
、

要
望
は
何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

た
だ
し
、
誠
に
遺
憾
で
は
あ
り

ま
す
が
、
必
ず
し
も
要
望
通
り

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
点
、
予
め
ご
容
赦
頂
き
、

撮
影
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

ごとう農業協同組合
●ＪＡごとう№.125 ●発行／ごとう農業協同組合 編集／総務部企画管理課 〒853-0041 五島市籠淵町2450番地1 �0959-72-6211

●http://www.ja-goto.or.jp ●印刷／（株）昭和堂

【本店】
〒853‐0041 長崎県五島市籠淵町2450
TEL0959（72）8211 FAX0959（74）5266

【上五島支店】
〒857‐4404 長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355‐7

TEL0959（52）2417 FAX0959（43）1955

16日：9時～18時
17日：9時～16時

JAごとう本店特設会場

1166土土

1177日日

会場

ふれあい

日時

16
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